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屋敷  勉 。小 野 勘 四ホ

(宮城県蚕業試験場・
拿
宮城県白石蚕業指導所)

Cultivation of  Green  4ヽanure for  Summer  Crop and lt's

ApplicatiOn in Newly_planted Mulberry Fields

Tutomu YASHIK:  and Kanф 1 0N♂

(Miyagi Sericultural Experiment Station *Shiroishi Sericultural COnstuting Center)

1 は じ め に

近年 ,稲わら等の有機物の確保が困難となり,桑園への

施用量が減少していることにより,地力の低下をきたし生

産カカ濡 滞している現状にある。そこで有機物の桑園内生

産の一方法として,新植桑園 (未成園)の畦間を利用し,
イネ科作物の間作及びその施用について検討した結果,従

来の稲わら施用と同等ないしはこれを上回る効果が認めら

れたのでその概要を報告する。

2試 験 方 法

本試験は昭和66年～58年の 3年間にわたって実施したが ,

供試桑園は昭和55年春に15～ 20″ の砂上層を採取後 ,

岨  (硬質受蝕土,砂壌土)を客土した圃場で,56年春に新

植した。改良鼠返,栽植距離24× 06″ (694本 /10α ),

高根刈無挙式仕立 (収穫は 3年目以降交互法)でその他の

肥培管理は当場の慣行法によった。

間作物はスダックス,ニューツルゴー及びラッキーンル

ゴーの 3種を用い,播種は 3か 年とも6月 上旬に行った。

副 巴として桑切 断斗(10:5:5)60″ ,よ うりん20″ ,
苦土石灰40″ /10α を畦間中央約 1"幅に施しロータリー

耕後,粉衣処理した種子5え夕/10′ を約20の幅に条播した。

刈取りは 8月 と,月 (58年 10月 )の 2回行い 1回目刈取後 ,

追肥として尿素20″ /10′ を表面施与した。

以上の条件で緑肥の生産量,刈取りに当ってのバインダー

型条桑刈取機の適用の可否 ,桑収量及び土壌の改良効果等

について検討した。

3 結果及び考察

(1)間作物の生育及び緑肥の生産量

1回 ロメ」取時 (8月 )の間作物の草大は,草種間の差は

ほとんどなく,桑の生育 (樹高)とはぼ同程度の生育であっ

た。 (昭 58年最長草丈204～ 211昴 ,桑の最長枝条長,3
区平均で211昴 )2回目刈取時の草丈も100"以下であり,
桑の生育に対する悪影響はほとんどないものと思われた。

3カ年 の合計収目ま,ソ ルゴーがスダックスより生草量 ,

乾物量とも多かった。鞠物量ではニューツルゴーカ浸 も多く,

稲わらに換算すると年平均621″ /10ι の生産量であった。

●)バインダー型条桑メ」取機のメ」取能率
間作物の刈取りに当たってパインダー型条桑刈取機を使

用したが ,作業は容易かつ能率的であり,畦間 2″ 以上の

桑園であれば十分適用可能であると思われた。

0)桑の生育及び収量
桑の生育は58年 1回目刈取時 (8/23)の 対照 (稲わら)

表 1 間作緑肥の生産量

2 刈取月日:56年 1回 目 8/3,2回目 9/15,
※ 2回目刈取後,根 (稗 )量も加えた。

57年 8/17,9/22,58年 3/23,10/13

表 2 バインダー型条桑刈取機の能率

機種別
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区で最長枝条長210"に対し,緑 1巴区では210～ 212昴 で

差はなく,間作栽培による悪影響はみられなかった。

桑収量は 2か年合計で対照区に比べ,緑肥区が 8～ 10%

それぞれ増収し,緑肥施与の効果が認められた。

表 3 桑収量

15' その他

本試験では間作緑肥の生産量は年々減少してくる傾向に

あり(表 1),こ れは気象の影響も考えられるが,年々の桑

樹の成長による畦間空間の減少等が主な原因と考えられ ,

このことからも間作は新植後 3年目までにとどめた方がよ

いと思われる。

間作栽培による病害虫の発生については,肉眼観察によ

るが特に認められず,対照区を含む非間作桑口と変わりな

か‐った。
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に)土壌の改良効果
土壌化学性の変化をみると56年に比べ58年では腐植含量 ,

塩基換容量が各区とも増加しており改良効果が認められた。

また物理性でも化学性と同様に緑肥施与区は対照区に比べ

同等またはそれ以上の改良効果をあけているものと思われた。

表4 土壌の理化学性

① 緑肥の生産量は稲わら換算量で年平均600″ /10α
前後であり,従来の稲わら施用量 (750″ /10″ )よ り若

干少なかった。草種ではソルゴーがスダックスよりやや多

かった。

② イネ科作物の刈取りに当たってはバインダー型条桑
刈取機の使用が能率的であった。

③ 桑の生育は対照区に比べ差はなく,桑収量 (2カ 年
合計)では緑肥栽培施与区が 8～ 13%増収した。

④ 緑肥の施与により土壌理化学性の改善効果が認めら
れた。

③ 間作による桑の生育に対する悪影響はほとんど認め
られなかった。また病害虫の発生も特にみられず ,非間作

桑園と変わりなかった。

以上のことから,畦間2″以上の新植桑園における 3年

目までの夏作緑肥の間作は,有機物生産 (施用)法として

有効であると考えられる。

緑肥区 :充叢薦整L草を畦間 (株職 に敷込み。
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